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1.はじめに

短繊維は1970年代から建設材料であるコン

クリートの補強材として使用され始め､ガラス繊

維やビニロン繊維など数多くの研究開発例や実用

例がある1)｡近年はコンクリートの剥落を防止す

る目的で有機短繊維が多く利用され始めているが､

ポリプロピレン繊維はガラス繊維や鋼繊維などと

比較すると力学的性能でやや劣っているものの､

密度が小さく経済性に優れており､また､コンク

リートに加えた場合に配合をほとんど変えなくて

もよいという利点もある2)｡例えば､エンボス加

工によって表面に凹凸を形成して(写真1)物理

的な効果を高めるとともに表面に親水処理を施し

てセメントマトリックス界面との接着力を高めた

ポリプロピレン繊維は､トンネル工事等へ利用さ

れ始めている｡

図1 コンクリート補強用ポリプロピレン繊維

一方､建造物の材料であるコンクリートには耐
久性が求められるが､古い例でも繊維補強コンク

リートが使用され始めて30年程度しか経過して

おらず､耐久性に関する知見の蓄積が少ない｡こ
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のため､炭素繊維､アラミド繊維､ガラス繊維､

ビニロン繊維､ポリエチレン繊維､アクリル繊維

を用いた繊維補強コンクリートに関する耐久性の

調査研究が行われている3)｡しかし､現在のとこ

ろこれら繊維補強コンクリートの評価には､

100皿×100mmX400Ⅰ皿のはり供試体など大型め

試験片が用いられており､試験の労力は甚大で､

より小さく簡便な評価方法が望まれている｡

本研究では､コンクリート中での繊維物性の経

時変化の評価が可能な､より小さい試料での簡便

な試験方法について検討した｡

2.方 法

繊維は直径が同等となるように､萩原工業株式

会社製の3,150dtexのポリプロピレンモノフィラ

メントと4,370dtexのポリエステルモノフィラメ

ントを用いた｡表1に､各々の繊度と､繊度から

計算した直径を示す｡

表1 モノフィラメント繊度から計算した直径

繊 度 比重 直径の計算値

PPモノフィラメント 3.154dt8X O.91 664〃m

PETモノフィラメント 4,370dtexl.38 635 〃m

セメントペ｣ストは､住友大阪セメント株式会

社製 普通ボルトランドセメントを用い､水セメ

ント比27.8%とした｡セメントが繊維に及ぼす影

響について検討するために､繊維が長さ14mmの

セメントペースト中を通る試験片を作製した｡

(写真2)セメントによる繊維の劣化を促進させ

るために､試験片を温度の異なる水中へ浸漬した｡

引張強さの評価には株式会社 エー･アンド･デ

イ製 テンシロンRTC-1325Aを用いた｡試験条件

は､つカ､ゝみ具間距離100m､引張速度20mm/mln

とし､破断するまでに示した最大荷重とその時の

変位量を測定した｡
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写真2 試験片

3.結果と考察

試験片を20℃の水中で28日間養生した後､

20℃の水中に浸漬した場合の引張強さの経時変

化を調べた｡ポリプロピレンモノフィラメント

(図1)､ポリエステルモノフィラメント(図

2)はともに､今回行った91日間までは､引張

強さの変化はほとんど見られなかった｡
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図1 ポリプロピレン繊維物性の経時変化(20℃)
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図2 ポリエステル繊維物性の経時変化(20℃)

次に､セメントによる劣化を促進するために､

60℃の水中で処理した結果を示す｡ポリプロピ

レンモノフィラメントの場合には20℃の場合と

同様に､大きな変化は見られなかった(図3)｡

一方､ポリエステルモノフィラメントでは､浸
漬時間が長くなるにつれてセメントと接している

部分での破断が起こり､引張強さと変位量が徐々

に低下する傾向が見られた(図4)
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図3 ポリプロピレン織維物性の経時変化(60℃)
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図4 ポリエステル繊維物性の経時変化(60℃)

4 まとめ

60℃で､PETモノフィラメントの引張強さ

の低下が見られたことより､今回の試験方法によ

って劣化に及ぼすセメントの影響を観察できるこ
とがわかった｡また､PETの引張強さが低下し

たのに比べて､PPは60℃においても低下が見

られなかったことから､セメント中でより安定で

あることがわかった｡今回の処理時間では20℃

での低下が観察されなかったが､さらに長時間観

察し､高温での処理の結果と比較することで､温

度による劣化の促進効果が明らかとなり､長期間

にわたるの耐久性に関する知見が得られると考え

られる｡
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